
モデル事業における効果的な保健指導の状況(在宅型）

事例　
年齢 60歳代
性別 女性 九十九里町

項目 (異常値）
基本健診
(７月３１日）

評価時健診
(１１月２４日）

健
診
結
果

体重 58.7 56.4
ＢＭＩ 25～ 23.8 22.6
腹囲 男85～・女90～ 91 83.5
血糖(空腹時・随時） 110～/140～ 101(随） 94空）
ＨｂＡ１ｃ 5.5～ 5.2 5.3
中性脂肪 150～ 222 103
ＨＤＬ 40未満 36 51
ＬＤＬ(追） 120～ 133 178
尿酸(追） 7．0～ 4.6 4.2
血圧 130～/85～ 115/64 116/72

異常値数(リスク数） 4（１） 1（０）
＊（リスク数）は暫定版のステップ２のリスク数

２　生活習慣の改
善を参加者自ら選
択するための保健
指導

３　行動変容につな
がるための保健指導

　
・メタボリックシンドローム結
果表

・運動プログラム紹介パンフ
レット
・B-DHQ

１　対象者が代謝
等の身体のメカニ
ズムと生活習慣の
関係を理解するた
めの保健指導

・個人の理解度に合わせて身体状況について説明
・メタボリックシンドローム健診結果表の活用
・個別面接と集団（小グループ）指導を組み合わせた
指導
・面接スタッフがバランスボールに座って指導すること
による動機付け（塵もつもれば運動）
・基礎代謝から筋力アップの必要性を説明

・ライフスタイルに合わせた運動プログラムの提供
①平日の決まった時間に参加できる人
②休日や夜間を利用して運動したい人
③集団に参加するのではなく、自分の時間で運動した
い人
・具体的な食事例をあげてのアドバイス

・歩数記録表の活用
・万歩計貸し出し
・エクササイズガイドを利用した、活動量調査・アドバイ
ス
・ウォーキング講座の開催
・適時電話による声かけ支援（プログラム開始後早期・
3ヶ月頃）

効果的な保健指導 学習教材

歩数記録表
万歩計
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